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日
本
の
三
大
美
祭
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
る

こ
の
祭
り
は
、
飛
騨
高
山
の
風
物
詩
で
あ
り
、

そ
の
起
源
は
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
春
の
山
王
祭

　

春
の
山
王
祭
は
、
旧
高
山
城
下
町
の
南
半
分

の
氏
神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
日
枝
神
社
（
山

王
様
）
の
例
祭
で
、
毎
年
四
月
十
四
日
・
十
五

日
、
う
ら
ら
か
な
春
の
訪
れ
と
と
も
に
安
川
通

り
（
国
道
一
五
八
号
線
）
南
側
の
上
町
を
舞
台

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

祭
り
の
華
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
絢
爛
豪
華

な
屋
台
で
、
山
王
祭
の
屋
台
組
が
誇
る
十
二
台

の
屋
台
が
曳
き
揃
え
ら
れ
た
様
は
、「
動
く
陽

明
門
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
台

の
屋
台
で
行
わ
れ
る
か
ら
く
り
奉
納
、
伝
統
衣

装
を
ま
と
っ
て
古
い
町
並
を
歩
く
御
巡
幸
、
提

灯
を
灯
し
た
屋
台
が
祭
囃
子
を
奏
で
な
が
ら
町

を
一
巡
す
る
夜
祭
な
ど
、
悠
久
の
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
祭
絵
巻
が
人
々
の
心
を
魅
了
し
ま
す
。

◆
秋
の
八
幡
祭

　

秋
の
八
幡
祭
は
、
旧
高
山
城
下
町
の
北
半
分

の
氏
神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
桜
山
八
幡
宮
の

例
祭
で
、
毎
年
十
月
九
日
・
十
日
、
安
川
通
り

北
側
の
下
町
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

祭
り
の
目
玉
は
十
一
台
の
屋
台
に
よ
る
威
風

堂
々
た
る
曳
き
廻
し
・
曳
き
揃
え
の
様
子
で

す
。
ま
る
で
江
戸
時
代
の
高
山
へ
迷
い
込
ん
だ

よ
う
な
華
や
か
さ
で
す
。
ま
た
、
古
式
ゆ
か
し

い
御
神
幸
、
か
ら
く
り
奉
納
、
幻
想
的
な
宵
祭

り
な
ど
の
伝
統
行
事
も
披
露
さ
れ
、
時
を
忘
れ

る
感
動
に
つ
つ
ま
れ
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

 〔
名
古
屋
方
面
か
ら
〕

　

�

名
古
屋
か
ら
高
山
ま
で
は
、
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線

で
約
二
時
間
二
十
分
、
高
速
バ
ス
で
約
二
時

間
四
十
分
で
す
。

 〔
東
京
方
面
か
ら
〕

　

�

新
宿
か
ら
高
山
ま
で
は
高
速
バ
ス
で
約
五
時

間
三
十
分
、
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
か
ら
は
約
二
時
間

二
十
分
で
す
。

◆
高
山
祭
り

　

高
山
祭
り
は
、
岐
阜
県
高
山
市
で
毎
年
開
催

さ
れ
る
祭
り
の
う
ち
屋
台
が
複
数
出
る
祭
り
の

総
称
で
、
春
の
山
王
祭
と
秋
の
八
幡
祭
が
あ
り

ま
す
。

中橋を渡る屋台（春の山王祭）

布袋台カラクリ奉納（秋の八幡祭）

屋台曳き揃え（秋の八幡祭）

北三番叟「童子」から「翁」へ（春の山王祭）


